
資料６

燃えるごみの戸別収集について

１ 一般廃棄物（ごみ）処理基本計画における位置付け

目標達成のための基本施策２－② 分別しやすい仕組みづくりで資源化の推進

※一般廃棄物（ごみ）処理基本計画中間見直し版「第６章」から抜粋

２ 利点と課題

+

３ 方向性

・収集車両の増加に伴う社会的コスト（交通安全上の懸念、ＣＯ₂排出量の増加など）

・収集人員の確保

・収集運搬費として毎年の財政負担

⇒更なる高齢化社会に対応したごみ収集

◎「あさひ訪問収集※」制度の積極活用

◎ペットボトルの回収方法の検討

◎円滑な粗大ごみ収集予約の検討

※あさひ訪問収集

ごみ集積所まで運び出すことが困難な、高齢者世帯や障がい者世帯の家庭ごみ

を玄関先まで戸別訪問して収集する仕組み

No.29 燃えるごみの分別啓発を目的とした戸別収集制度を検討します。

内容 戸別収集制度について、その必要性や運用方法等を含め、総合的に調査・研究します。

前期取組 ・アンケート調査による戸別収集に関する意見調査（Ｈ28）

今後の

方向性

・戸別収集制度について総合的に調査研究

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

調査・研究

排出者責任の明確化 集積所問題の軽減 ごみ出しの利便性向上

収集車両・人員の確保 コスト増加


